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           ツ＝X β十ε，  亙（ε）＝0，  五（εε’）＝σ2∫






                ＾        κ                    ＾        EPMSE＝RSS（6。）／62＋2Σ々φゲm  62＝RSS（β）／（m－K）
                    佐±0
を！弘一1，・・払・1，1－1，み・，・一1／のもとに最小化させて得られる・・i・・t推定量の1ち
EPMSEを最小化するものとして定義される．EPMSEはC力統計量（Ma11ows（1973））と同値な尺度
であり，過去の論文と比較が可能である．
